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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・食事サービス提供管理委員会

　2/10（金）15:30～　4Fユーティリティー

　意見提出期限　2/6（月）

・降雪により道路状況が悪化しています。スタッフは通勤時の事故などに気をつけるようにして下さい。

　患者様外出時、転倒のリスクも高くなります。履物の確認など行い、単独外出の患者様へも転倒に十分に注意するよう声掛けを行っていきましょう。

＜患者様連絡事項＞
・木村　梅子様～昨日日勤帯までで排便－３日でしたが、準夜帯にて「排便があった」と本人から話されています。引き続き、排便状況の確認を行っていきましょう。

・中居　松男様～義歯が破損ており、松尾歯科受診希望されています。本人からご家族へ電話連絡し2/5（日）ご家族来院されるとのことですので、歯科受診についての確認を行っていきましょう。またカルテの家族希望欄が未記入ですので記入していただき、併せて今後についてご家族の意向を確認してください。

・青山荘体験利用について

　五日市　規様～2/10（金）13:00～19:00　付添い：岩藤Ns

　菊地　明子様　　　2/21（火）13:00～19:00　付添い：苅田Ns

　倉橋　生子様　　　

　料理教室への参加となり、参加費が￥５００程度かかるとの事ですので当日忘れずに持って頂くようにしてください。

　参加時間が13:00～19:00です。17:00までは病棟スタッフが付き添い、その後は準夜スタッフ（介護）が迎えに行く事となります。

＜環境整備月間報告＞
・現在、下記の破損箇所について伝票を提出しています。

　職員玄関電子錠→点検し、現状維持のまま使用。

　二槽式洗濯機　→交換予定。

＜注目患者様検討＞
・浅野　秀子様～食事について「麺を常食に戻して欲しい」との訴えあり、昨日の問診時に、誤嚥の危険性が高い事と義歯調整中であることからキザミ食で様子を見ることを説明されています。本日も同様の訴えあり、上記の説明をしています。その場では了承すること出来ていますが、理解の乏しさあり同様の訴えを繰り返す可能性がありますので、都度説明をしていきましょう。又、介入後の様子について観察・確認していきましょう。

・菊地　明子様～本日は日課への支障なく、食事・各プログラムとも取り組む事できています。

　　　　　　　　倉橋様との交流ありますが、倉橋様の気分が高いこともあり交流が負担となる可能性もありますので、周囲との交流状況、精神状態の観察・確認を行っていきましょう。

・布施　邦雄様～外泊後より、話し掛けの多さやニヤツキ見られていますが現在は日課取り組みへ支障は見られていません。話し掛けの多さによるトラブルの可能性もありますので、精神状態の変化と併せ、他者との交流や睡眠状況の観察・確認を行っていきましょう。

＜皮膚科診察＞
・変更なし

＜小坂Dr.診察＞
・大上　なみ様～婦人科（膣壁脱）は経過観察、痔核処置は継続で診察は２ヶ月に１回の指示あります。

・倉橋　生子様～排便時出血の訴えあり、診察を受けています。異常所見なかった為、経過観察の指示あります。

＜安ヶ平Dr.診察状況＞
・三上　勇　様～転倒後の膝について、軽度の疼痛持続しているとの事でアスモロール1P処方となっています。引き続き腫脹、疼痛の有無について観察して行きましょう。

・伊藤　五十二様～問診時、左股関節～左下肢全体の痛みを訴えられています。先週問診時にも同様の訴えありレントゲン検査施行していますが、異常みられていません。本人希望により、ナパゲルン軟膏処方となっています。引き続き疼痛の有無、歩行状況の観察をしていきましょう。

・小笠原　禮子様～外痔核疼痛時の予測指示2/3（金）～2/17（金）まで継続となっています。

・上村　みわ様～問診時に「７日に退院が決まりました。」と退院に関する妄想発言あります。引き続き所在確認の徹底と精神症状の観察を行っていきましょう。

＜症例検討＞
・三上　勇様　　主病名：統合失調症

　　　　　　　　保護者：八戸市長

　医師治療方針

　　薬物療法により症状の安定を図る。

　看護方針

　　安定した状態で、規則正しい日常生活が身につけられる援助、指導をする。

　本人希望

　退院。「調理師として働きたい」

　必要と考えられる支援

　・転倒防止

　　作業療法士を交えての歩行訓練の検討、適切な履物の指導を行っていく。

　・日常生活への援助

　　現在は金銭管理にスポットを当て、援助している。

　　浪費傾向、計画性の無さが顕著に見られており継続しての指導を要している。

　今後について

　　本人の自己評価が高く「調理師として働きたい」と話す。現在の本人の日常生活能力として援助を実施しても単身生活では困難な要素が多い為、施設利用が望ましいと考えられる。






















